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2018年12月27日更新

木辺遺跡の現地説明会を開催しました

神代国衙～賀集立川瀬地区で発掘調査を行っている、木辺（きべ）遺跡の発掘調査現地説明会を開催しました。　　　　　　　　　　　　
午前中は小雨が降り、足元が悪いなか、たくさんの人が見学に来てくださいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今回見つかった建物群は昨年発見された倉庫群よりも柱穴が大きく、すべてが北を向くという規格性を持ち、畿内産土師器（きないさんは
じき・都で作られた土器）の出土から、郡衙に関連する建物群と考えられました。ただし、役所の中心の建物としては規模が小さいことか
ら、役人の官舎と思われます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
淡路国府は三原平野内にあったと考えられますが、所在は不明です。近年の発掘調査で、大日川沿いには官衙が所在していたことがわかっ
てきていて、国府の発見も間もなくかもしれません。

説明会資料 [PDFファイル／10.47MB]

官衙（かんが）とは？

奈良～平安時代の制度である郷里制（ごうりせい）は、行政区画を国・郡・郷に区画しました。国＝県、郡＝市・郡、郷＝区・町にあたり
ます。各行政区に置いた役所を官衙と言い、国の役所は国府、郡の役所は郡衙と呼ばれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
淡路島は１つで”淡路国”となり、”津名郡・三原郡”に分かれます。三原郡は”倭文（しとり）・幡多・榎列・養宜（やぎ）・神稲（くまし
ろ）・賀集（かしお）・阿万”の７郷がありました。木辺遺跡は賀集と神稲の境付近にあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
このように1,000年以上前の地名が淡路島には多く残っています。

NEWS

いいね！ 0 シェア

おすすめ 
サイト 

Page 1 of 3木辺遺跡の現地説明会を開催しました - 南あわじ市ホームページ

2020/03/07https://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/site/matsuhodotaku/maibun2.html



PDF形式のファイルをご覧いただく場合には、Adobe社が提供するAdobe Readerが必要です。
Adobe Readerをお持ちでない方は、バナーのリンク先からダウンロードしてください。（無料）

おすすめ 
サイト 

Page 2 of 3木辺遺跡の現地説明会を開催しました - 南あわじ市ホームページ

2020/03/07https://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/site/matsuhodotaku/maibun2.html



おすすめ 
サイト 

Page 3 of 3木辺遺跡の現地説明会を開催しました - 南あわじ市ホームページ

2020/03/07https://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/site/matsuhodotaku/maibun2.html


